
呼吸するそ新、空と緑

ぞ〉
/自由R

優
勝
を
報
告
。
「
支

援
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ

ん
の
お
か
げ

で
す
。
全
国

大
会
で
も
頑

張
り
ま
す
」

と
、
選
手
ら

は
フ
ァ
イ
ト

い
っ
ぱ
い
!



玩つ目

く
盛 り
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す、
ち¥
し
い

小之さなものでも貴重は文化は
大切に伝えなければ

ならない
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で
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大
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中 い
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自分たちで計画をたて

行動したことは

貴重な体験

内市樽

身
近
に
空
港
が
あ
る
こ
と
の
便
利
さ
を

実
感

l
i
空
港
・
飛
行
機

l
l

矢
部

今
度
は
福
島
空
港
か
ら
飛
び
立
ち
た
い

1

1

空
港
・
飛
行
機

i
l

塩
沢

北
海
道
の
歴
史
は
偉
大
な
開
拓

歴
史ー

ー
ー
北
海
道
開
拓
の
村
||

石
森

木
々
の
緑
や
花
が
都
会
の
美
し
さ
を

引
き
立
た
せ
て
い
た

il

札

幌

市

内

l

l

塩
沢
友
里
(
須
釜
中
)
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二
年
に
一
度
消
防
技
術
の
県
下
一
を
競
う
県
消
防
操
法
競
技
大
会
が
、

8
月
初
日
、
福
島
市
の
あ

づ
ま
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
県
と
県
消
防
協
会
が
主
催
し
、
今
回
で
初
回

日
を
数
え
る
大
会
に
は
、
県
内
叩
支
部
で
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
釦
チ
ー
ム
、
約
加
人
が
出
場
。
村
か

ら
は
、
石
川
支
部
代
表
と
し
て
必
高
分
団
(
消
防
ポ
ン
プ
車
の
部
)
と
、
四
辻
分
団
(
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
部
)
の

2
チ
i
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、
き
び
し
い
暑
さ
の
な
か
競
技
を
行
い
、

指
揮
者
の
指
示
の
も
と
、
い
か
に
速
く
、
正
確
に
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
放
水
態
勢
に
入
る
か
な
ど
の
技

術
を
競
っ
て
い
ま
し
た
。

v
て
の
結
果
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
は
船
引
町
消
防
団
、
そ
し
て
必

型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
は
、
玉
川
村
消
防
毘
(
四
辻
分
団
)
が
、
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

聞
か
れ
た
大
会
に
は
、
車
田
村
長
を

は
じ
め
村
消
防
団
幹
部
や
各
分
団

長
、
婦
人
消
防
嫁
や
小
高
、
四
辻
両

地
区
の
役
員
や
家
族
の
方
々
が
パ
ス

な
ど
で
応
援
に
か
け
つ
け
、
出
場
選

手
ら
の
士
気
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
口

出
場
叩
チ
l
ム
の
入
場
行
進
の
あ

と
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
大
会
会

長
の
佐
藤
県
知
事
の
あ
い
さ
つ
を
中

川
副
知
事
が
代
読
。
郡
山
市
消
防
団

の
添
田
善
一
郎
さ
ん
が
選
手
宣
誓

し
、
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
ご
種
目
同
時
に
進
め
ら

れ
、
四
辻
分
間
(
小
型
ポ
ン
プ
の
部
)
が

ほ
ぼ
中
間
の
6
番
目
、
小
高
分
間
(
ポ

ン
プ
自
動
車
の
部
)
は
最
後
の
同
番
目

に
登
場
。
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
な

か
、
石
川
地
区
大
会
で
優
勝
し
た
技
術

を
披
露
、
応
援
席
か
ら
は
さ
か
ん
に
拍

手
や
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
c

こ
の
結
果
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

で
小
高
分
間
は
、
惜
し
く
も
入
賞
は、々、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
操
法
の
部
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
の
部
の
一
一
種

自
で
、
県
内
日
地
区
か
ら
勝
ち
抜
い

た
精
鋭
、
計
初
チ
ー
ム
が
出
場
し
て

今、、な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
競
技

内
容
は
上
位
入
賞
チ
l
ム
と
く
ら
べ

て
も
、
ま
っ
た
く
引
け
を
と
ら
な
い

優
れ
た
技
術
と
評
さ
れ
て
い
ま
し
た

D

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
四
辻
分

間
が
県
下
一
の
操
法
技
術
と
認
め
ら

れ
、
堂
々
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
勝
し
た
四
辻
分
間
は
、
日
月
日
日

に
横
浜
市
戸
塚
区
で
関
か
れ
る
、
4
年

に
一
度
の
全
国
大
会
に
福
島
県
代
表

(
小
型
ポ
ン
プ
の
部
一
チ
l
ム
だ
け
)
と

し
て
出
場
す
る
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

1
3
l
o
l
l
i
-
-
o
i
l
-

石
川
支
部
大
会
で
優
勝
を
来
た
し

県
大
会
に
そ
ろ
っ
て
出
場
し
た
小

高
、
四
辻
の
両
分
間
チ
1
ム
。
記
録

的
だ
っ
た
こ
の
夏
の
暑
さ
の
な
か
、

連
日
き
び
し
い
訓
練
を
重
ね
、
め
ざ

し
て
き
た
栄
光
へ
の
道
。
レ
ベ
ル
が

高
い
と
い
わ
れ
る
石
川
地
区
大
会

で
、
圧
勝
を
お
さ
め
県
大
会
へ
の
ぞ

ん
だ
小
高
分
団
チ
l
ム
、
入
賞
に
あ

と
一
歩
お
よ
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
操
法
技
術
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

で
、
選
手
の
皆
さ
ん
の
大
健
闘
に
心

か
ら
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
c

そ
し
て
、
晴
れ
て
県
下
一
と
な
り

村
の
消
防
史
上
初
め
て
の
全
国
大
会

出
場
を
は
た
し
た
四
辻
分
回
選
手
の

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
同
チ
i
ム
の
「
熱
い
夏
」
が
、
こ
の

大
会
で
終
っ
た
小
高
分
団
の
「
夏
」
も

の
せ
て
、
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
全
国

大
会
で
も
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

発
揮
し
、
優
勝
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
こ
ろ
か
ら
大
き
な
声
援

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

属
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
①
船

引

町

②

鹿

島

町

③

白

河

市

④

天
栄
村
⑤
猪
苗
代
町

園
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
①
玉
川

村

②

会

津

若

松

市

③

大

熊

町

④
郡
山
市
⑤
須
賀
川
市



入
賞
チ
ー
ム
は

次
の
と
お
り

第
幻
自
玉
川
村

少
年
球
技
大
会
が

8
月
?
白
(
日
)
須

釜
小
学
校
と
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
各
行

政
区
か
ら
男
子
の
ソ
フ
ト
ボ
i
ル

に
ゆ
チ
l
ム
、
女
子
の
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
叩
チ
i

ム
、
知

人
の
選
手
が
出
場
。
子
供
た
ち
は
、

父
母
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

真
夏
の
太
陽
が
ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り

つ
け
る
猛
暑
の
な
か
、
文
字
ど
お

り
の
熱
誌
を
展
開
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
川
辺
チ
l
ム
が
5
年
ぶ
り
に

優
勝
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
北
須
釜
チ
i
ム
が
初
優
勝
し
ま

し
た
。こ

の
大
会
は
、
玉
川
村
青
少
年

寄
成
村
民
会
議
が
主
催
し
、
村
内

の
児
童
が
ス
ポ
!
ツ
を
と
お
し
て

健
全
な
心
身
を
つ
く
り
、
子
供
た

ち
同
士
の
ホ
(
流
を
は
か
る
た
め
毎

年
間
か
れ
て
い
ま
す
。

A

守
男
子
ソ
フ
ト
ボ
i

ル

優

勝

別

辺

チ

ー

ム

準

優

勝

小

高

チ

I
ム

一
一
位
北
須
釜
チ
1
ム

南
須
釜
チ
l
ム

四
辻
新
田
チ
l
ム

(
敗
者
復
活
優
勝
)

か

@
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

北

須

釜

チ

i
ム

準

優

勝

川

辺

チ

i
ム

第

三

位

吉

チ

l
ム

十
一
杯
生
チ
i
ム

小
高
チ
ー
ム

(
敗
者
復
活
優
勝
)

シリーズ
国体③

8
月
叩
日
に
、
福
島
空
港
前
の
突
差
点
で
突
通
安
全
テ
ン
ト
村
作
戦

が
行
わ
れ
、
付
近
を
通
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
i

に
安
全
運
転
を
よ
び
か
け

ま
し
た
。
参
加
し
た
村
突
通
安
全
協
会
や
母
の
会
の
会
員
、
石
川
警
察

署
員
ら
は
田
谷
多
敬
雄
さ
ん
(
南
須
釜
)
作
成
の
ミ
二
わ
ら
じ
ゃ
冷
た

い
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
く
ば
っ
て
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
玉
川
村
が
ふ
く
し
ま
国
体
の
矩
山
〈
採
山
〈
地
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
も
弱
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
キ
ピ
タ
ン
い
君
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
登
場
し
、

突
通
事
故
防
止
と
あ
わ
せ
て
、
ふ
く
し
ま
国
体
の
P
R
に
も
一
役
か
っ

て
い
ま
し
た
。

キピタン君もかつやく l
「安全運転よろしくねJ

第
2
回
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
6
年
産
第
2
E自
の
「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
表

彰
式
が
、

7
月
お
日
(
金
)
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

3
歳

男
健
震
診
査
「
歯
科
」
で
虫
講
の
な
か
っ
た
子
ど
も
、

5
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

よ
い
藤
を
し
て
い
る
の
は
、
次
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

(
)
は
保
護
者
名
と
地
区
名

真吉沙紀ちゃん(正広・蒜生)

ーくん(三治・小高)岡部

小針葉人くん(信良・小高)

小林昭範くん(和寿・竜崎)小針望美ちゃん(和之・北須釜)

Z長冨圏

|衛生|

9 
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ーみなさんからの話題を
おまちしています一

役場企商調整課

広報係まで

矢部勇太郎さんに勲六等瑞宝章

園

玉
川
一
塁
ま
つ
り
&
玉
川
花
火
大
会

今
日
は
お
祭
り

圏

何
を
買
お
う
か
な

f

玉
川
の
夏
の
風
物
詩
、
玉
川
夏
ま
つ
り
が
今
年
も
役

場
前
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
や
お
盆
の
帰
省

客
、
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
夏
ま
つ
り
に
子
供
た
ち
は
お
お
よ

ろ
こ
び
。
か
き
氷
を
食
べ
な
が
ら
、
金
魚
す
く
い
や
ス

イ
カ
割
り
大
会
、
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
大
会
そ
し
て
「
チ

ピ
ッ
子
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
な
ど
、
年
に
一
度
の
チ
ピ
ッ

子
天
国
を
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
に
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
大
勢
の

見
物
客
は
夏
の
夜
空
を
こ
が
す
音
と
光
の
競
演
に
、

酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

園

北
須
釜
の
福
島
空
港
観
光
果
樹
生
産
組
合

(
佐
久
間
安
産
組
合
長
)
は
、

3
年
前
か
ら
栽

培
し
て
き
た
モ
モ
の
今
夏
か
ら
の
販
売
開
始

を
-
記
念
し
て
、
須
釜
児
童
館
と
す
が
ま
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
に
、
も
ぎ
た
て
の
モ
モ
(
川

中
島
)
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

佐
久
間
組
合
長
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
に

玉
川
産
モ
モ
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
あ
と
、
一
人
ひ
と
り
に
モ
モ
を
手

渡
し
ま
し
た
。

同
果
樹
生
産
組
合

(
3
世
帯
)
は
モ
モ

づ
く
り
初
挑
戦
。
村
営
農
推
進
協
議
会
の

鈴
木
正
安
さ
ん
の
指
導
で
空
港
の
東
側

一
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
栽
培
、
今
後
観
光

果
樹
園
な
ど
を
展
開
し
、
空
港
フ
ル
ー
ツ

ラ
イ
ン
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

おいしいモモをありがとう
地元のモモ販売を記念して園児らに

平成6年9月

上位入賞めざし、がんばります f

盟

11月初日に開催される第 6回市町村対抗県縦断駅伝競

争大会(ふくしま駅伝)に出場する玉川村チームの結団

式が就業改善センターで行われました。

式には選手をはじめ村実行委員、本部役員など関係者

ら80人が出席、選手一」人一人が紹介されたあと、本部長

の車田村長から団旗が岩谷fI住義キャプテン (中)に手渡

されました。

車田本部長が「今回で 4回目の参加、成畿は図を追う

ごとに上向いている。 さらにいい成績が期待できま宇。

がんばってください」と激励。これにこたえて岩谷キャ

プテンが「前回を上回る成績をめざし、選手一丸となっ

てがんばります」と力強く健闘を誓いました。

玉川村チームは昨年の大会では村の部13位の成績でし

Tこ口

広報たまかわ

ふくしま駅伝玉川村選手団結図式

功績たたえ高齢者叙勲・伝達式

元玉川村議会副議長の矢部勇太郎さん (88歳・ j{f

辺)の村政発展につくした功績をたたえる高齢者叙

勲・勲六等瑞宝章の伝達式が自宅で行われました。

矢部さんは昭和31年3月、村合併後初の村議選で

当選し、同43年 3月まで連続 3期12年間、村議とし

て活躍。この問、副議長、各委員長を歴任し、北須

釜地内の集団桑園21ヘクタール(現在は空港用地)

の造成事業、農業構造改善事業などを推進。村発展

に向け数々の功績を残しました。

宍戸正照県中振興局長から叙勲の伝達を受けた矢

部さんは「お世話になった皆さんのおかげ。感謝の

気持ちでいっぱいで、す」と喜び、を語っていました。

。

南東部(みなみとうぶ)チーム初優勝f
玉川村長杯ゲートボーjレ大会 図

弘 、

~ -¥，-:、
一‘ぷ;;:::_'¥

10 

第 5回玉川村長杯ゲートボール大会が、村民グランド

で行われました。

大会には村内から28チームが参加し、真夏の太陽が照

りつけるなか、午後 4時過ぎまで熱戦を展開。その結果、

南東部チームが本大会初優勝に輝きました。

入賞チームは次のとおりです。

*優勝南東部チーム

*準優勝北須釜Bチーム

*第3位 JII辺Aチーム

i南東部チームのメンバーは次の 5名です。佐久間源治

さん、ハナ子さん御夫妻(小半弓)塩田豊次郎さん、タキ

ヨさん御夫妻(四辻新田)大野キヨ子さん(小半弓)1

ふ
く
し
ま
ビ
ッ
グ

フ
ェ
ア
に

闘
ー
閣
参
加

福
島
市
の
福
島
競
馬
場
で
悦
ふ

く
し
ま
ピ
ッ
グ
フ
ヱ
ア
が
関
か
れ
、

今
回
も
玉
川
村
が
出
展
し
ま
し
た
。

市
町
村
コ
ー
ナ
ー
に
設
け
ら
れ
た
出

展
テ
ン
ト
内
に
、
さ
る
な
し
ワ
イ
ン
や

乾
め
ん
、
農
協
か
ら
出
品
さ
れ
た
ト
マ

ト
、
き
ゅ
う
り
な
ど
の
村
の
産
品
、
そ
れ

に
台
湾
・
鹿
谷
郷
か
ら
輸
入
し
た
ウ
ー

ロ
ン
茶
も
並
べ
ら
れ
、
雨
の
な
か
訪
れ

た
人
た
ち
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
福
島
テ
レ
ピ
主
催
の
ビ

ッ
グ

フ
ェ
ア
に
は
、
玉
川
村
ふ
る
さ
と
物

;
産
振
興
委
員
会
(
野
崎
一
幸
会
長
)

が
中
心
と
な
り
、
今
回
で
4
回
目
の

参
加
と
な
り
ま
す
。

11 

zaisei
テキストボックス



⑧ 

日(日)

.." 
第34田村民体育祭

10月 2

@ 

悩みや苦情はます、相談
秋の行政相談週間 110/16----1 0/22 I 

玉川夏まつりにて

阿武隈J11上流洪水氾濫

危険区域図作成 f

行政相談委員は、住民の皆さんが圏っ

ていることや要望したいことの相談に応

じ、その解決のお手伝いをします。内容

は役所や公団・公庫、 NT丁、 JRなど

の仕事についてです。棺談委員は、いつ

でも相談に応じていますが、期間中は次

により相談所を開きます。

惨 と き 平成6年10月18日

惨ところ 役場北jす舎(午前 9時"-'12時)

須釜公民館(午後 1時30分-----4時)

※村の行政相談委員は首藤信勝さん(小

高)n57-2507です。お気軽にご相談く

ださい。

心豊かな長寿社会を考える
国民の集い E豪語書箱

8月138

県では、21世紀の高齢社会を考える「国

民の集い」を総務庁と共に開催します。

惨日時 10月27日 13時"-'16時半

惨場所郡山ユラックス熱海

砂内 容 ①シンポジウム「高齢者の社

会参加のために」樋G恵子氏(評論家)

ほか3名 ②講演「私の福祉論」堀田力

氏(弁護士) ③工イジレス・うイフ実

践者紹介など

砂入場無料

砂問い合わせ先県庁長寿社会対策室

(n0245-21-7277) 

医雪量一無料法律相談の開催
置重1i1~

10月1日は行去の日Jです

「標識は、JL¥のかよう道しるべJ

道路標識週間 麗鱗轟確襲警

県民のみなさんに道路標識の重要性を

PRし諜識に対するご意見を寄せていた

だき、よリわかりやすい道路標識の整備

に役立てていくことを目的として、全国

的に展開されます。

砂標識BOX(標識意見箱)をご利用く

ださい。

砂見づらい、わかりにくい標識に対する

ご意見を次の標識BOXにハガキ、封書

でお寄せください。 (県の建設事務所、

土木事務所や各市町村には専用のハガキ

がありますので、ご利用ください)

詳しくは、県土木部標識BOX係8

0245-21-1111、建設省福島工事事務所

標識BOX係官0245-46-4331まで。

このほど、建設省ではコンビューター

シュミレーションによる、阿武隈川上流

の洪水氾濫危険区域図を作成しました。

この図により、洪水氾濫によって浸水

の可能性がある区域とその程度などを知

ることができます。

詳しくは役場建設課までお問い合わせ

ください。

30開会

間

AM8 

。去の日」週間を記念して福島県の弁

護士会と司法書士会では次により、無料

法律相談会をそれぞれ開糧します。

①法の日記念無料法律相談

砂開催日時

10月5日(水)

惨開催場所

福島地方・家庭裁判所白河支部内弁護

士控室

詳しくは、揺島県弁護士会 (n0245-
34-2334)まで

自

災

害

と

税

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災

害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に

損
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
被
害
額

の
程
度
に
応
じ
て
、
所
得
税
な
ど
の

国
税
が
減
額
ま
た
は
免
除
さ
れ
た

り
、
あ
る
い
は
申
告
・
申
請
等
の
期

限
の
延
長
や
納
税
猶
予
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
が
減
額
き
れ
る
方
法
と
し

て
次
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
雑
損
控
除
に
よ
る
方
法

②
災
害
減
免
法
に
よ
る
方
法

こ
の
二
つ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
有
利

な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
税
の
減
免
、
あ
る
い
は
期
限
の

延
長
等
を
受
け
る
た
め
に
は
、
一
定

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
最
寄
り
の

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い

D

②司法書士無料法律相談

砂椙談内容

不動産の相続、亮襲、会社の設立、変

更などの登記や、供託手続き、訴訟書類

の作成など

砂開催日時

10月5日(水)

砂開催場所

白河市中央公民館(白河市天神町)

詳しくは、福島県司法書士会(ft0245-
34-7502)まで

AM108寺-----PM3時

所

村民グランド

小さいお子さんからお

(雨天の場合、10月9日(日))

炉時

AM10時"-'PM3時

( 8月届出分)

出生児氏名 保護者名
あずさ

小 針梓利男

小 針 葵 周吉

藁 粥リナ 雅
ムみや

小林史弥 雅

大 野純直

石森直喜 峰
あおい

瀧 口葵政

お誕生おめでとう
ございます

年寄りの方までの穫芭が

あります。みなさんぜひ

ご参加ください!

之

寛

夫

広

地区

川辺

中

竜崎

南須釜

山小屋

ク

イシ

帳場

⑧ 

-小高の車田幹夫さんから 3万円

・中の小針凡さんから 3万円

・北須釜の鈴木一雄さんから 2万円

・東京玉Jfl会か ら(第4回目分と して)

4千円

(村社会福祉協議会)

( 8月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

車田ヨシノ 91 文雄
( 7月分)

幹夫

ミサヲ

孝子

雄

裁

「「
U

「「

υ

ハH
V

F

h

d

n
斗
U

O
O

氏
V

ヴ

i

o

O

に
U

車田マツ

小針孝一

塩津正毒

鈴 木千 代

関根ヲコウ

区

高

中

南須釜

北須釜

そシ

地
健康増進普及月間カ

ン
征
圧
月
間局

村のようす
( 6年8月1日現在)

管 1，732戸(+3) 

日 7，678人(-3) 

3， 783人(+3) 

3，895人(-6) 

12 策検整備はつルマの愛情チギ:シタ

イ専ク
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「
楽
し
み
は
盆
踊
り
」

こ
の
写
真
は
、
昭
和
幻
年
8
月
吉

区
の
盆
や
ぐ
ら
が
改
築
完
成
し
た
時

の
記
念
写
真
で
、
提
供
者
の
有
賀
勝

さ
ん
(
侃
歳
・
士
口
)
宅
が

ω年
に
全
焼

し
た
際
「
一
枚
だ
け
残
っ
た
貴
重
な

写
真
」
だ
そ
う
で
す
。

「
今
れ
ら
ω
幼
年
前
っ
て
い
う
と
、

終
戦
後
何
も
な
い
時
代
で
、
盆
踊
り

し
か
楽
し
み
つ
て
な
か
っ
た
な
。
一
一
一

城
自
(
矢
吹
町
)
の
方
ま
で
も
歩
っ
て

出
か
け
た
も
ん
だ
。
や
ぐ
ら
改
築
ン

と
き
は
、
区
の
山
で
木
を
切
っ
て
み

ん
な
で
か
つ
い
で
運
ん
だ
モ
ン
ダ
」

と
勝
さ
ん

D

写
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、

そ
の
時
の
青
年
団
員
や
区
の
役
職
の

方
た
ち
で
、
中
央
の
羽
織
姿
の
人
は

須
釜
勝
太
郎
さ
ん
(
幻
歳
・
当
時
の
区

長
)
で
、
そ
の
右
側
に
当
時
の
青
年
団

長
の
大
和
田
重
徳
さ
ん

(ω
歳
)
、
更

に
そ
の
右
が
、
改
築
を
請
け
負
っ
た

大
工
で
故
鈴
木
浅
吉
さ
ん
(
浅
太
郎

さ
ん
の
父
)
だ
そ
う
で
す
。
前
列
中

程
に
ネ
ク
タ
イ
姿
の
森
儀
秋
さ
ん
、

そ
の
右
に
境
田
孝
意
さ
ん
ら
が
写
っ

て
い
ま
す
。

J
E
時
、
団
員
は
幼
人
は

い
た
な
。
今
と
違
っ
て
女
は
入
ん
、
ネ
。

男
だ
け
い
と
一
諮
る
有
袈
さ
ん
。

新
し
い
や
ぐ
ら
を
前
に
、
盆
踊
り

へ
の
期
待
で
し
ょ
う
か
。
何
と
な
く

雰
盟
気
が
明
る
い
で
す
ね
。

「ふる里は美しい夕焼けの里」

神奈川県相模原市

吉村勝夫さん(高須釜出身)

一東京玉川会員だより一

記
録
的
な
暑
さ
が
続
い
た
夏
も
、

近
頃
よ
う
や
く
涼
し
い
風
が
吹
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
玉
川
村
の
皆

様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

五
月
の
東
京
玉
川
会
総
会
で
は
、

多
く
の
方
々
と
、
楽
し
い
一
時
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
車
田
村
長
さ

ん
は
じ
め
有
志
の
方
々
に
心
か
ら
お

札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
現
在
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
工

事
活
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
子
供
は

男
3
人
に
女
2
人
で
す
が
、
男
女
交

互
に
生
ま
れ
た
の
で
、
秘
け
つ
は
何

で
す
か
?
と
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
が

私
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
上
の
4
入

は
い
つ
の
陪
に
か
、
も
う
成
人
し
て

お
り
ま
す
。
近
く
に
、
草
木
基
地
が

あ
り
、
米
軍
機
や
自
衛
隊
機
が
連
日

飛
ん
で
い
ま
す
。
一
倍
島
に
空
港
が
で

き
た
の
に
、
神
奈
川
に
は
空
港
が
あ

り
ま
せ
ん
。
い
つ
の
日
か
返
還
さ
れ

て
、
空
港
と
名
を
か
え
、
全
国
へ
旅

立
て
る
日
を
夢
み
て
お
り
ま
す
。

故
郷
で
の
少
年
時
代
は
、
夕
焼
け

を
見
る
の
が
好
き
で
し
た
。
村
の
台

地
は
東
か
ら
西
側
へ
低
く
、
小
高
い

丘
へ
登
れ
ば
見
晴
ら
し
の
よ
い
西
の

空
か
ら
、
那
須
の
山
々
へ
夕
陽
が
沈

む
雄
大
な
光
景
が
見
れ
ま
す
。
こ
の

光
景
は
飽
で
は
見
れ
ま
せ
ん
。
昔
も

今
も
変
わ
ら
な
い
美
し
い
夕
焼
け
の

見
え
る
場
所
が
、
故
郷
玉
川
村
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
c

来
年
も
ま
た
、
東
京
玉
出
会
で
の

皆
様
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
最
後
に
、
玉
川
村
の
益
々

の
御
繁
栄
と
、
皆
様
の
御
健
康
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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